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〔はじめに〕

長い間あるスポーツ活動に関わることによって
ステレオタイプのパーソナリティを持った集団が

出来上ると言われるように, 身体運動特性とパー

ソナリティの研究については, 多 くの研究が行わ

れている。同様に舞踊とパーソナリティに関 して

特 にア メ リカで は ロール シ ャツハテ ス トや

WFPT等 を用いて芸術性, 創造性に対するポテン

シャリティの研究が行われてお り, 日本ではダン

スの指導過程におけるパーソナリティとパフォー

マンスの関係を扱 った ものがある。本研究では

Welsh Figure Preference Test(WFPTと いう)

を用いて, 舞踊経験者 のパーソナリティ特性を把

握することを目的とする。

本テス トはNorth Carolina大学のG.Welsh博 士
によって開発されたもので, 400個 の抽象的な図

案から構成されている。被験者はそれぞれの図に

対 して好きか嫌いかで判定するようになっている。

読解や判定に文字を使わないので年令や国等に関

係な く調査でき, さらに被験者が正しいとか良い

答えを出そ うと作意的に判定する余地がな く客観

的なデータが得 られ る。36の 尺度が測定出来 る

が, 研究の内容によって必要項 目を抽出して調査

することが可能である。特に過去の研究結果 より

芸術的素質や創造性に対するポテンシャリティを

調べるには信頼性が高いと言われている。

〔方 法〕

(1)被験者;40名 の舞踊経験者で現在舞踊活動を続

けている者(内 訳バ レエ15名, モダンダンス15

名, モダンジャズ10名)

(2)実施方法;テ ス ト冊子と調査用紙を被験者に渡

し後日回収。

(3)期日;1992年4月 ～5月

(4)結果の処理;本 研究では特に舞踊経験者のパー

ソナ リティ特性に必要 と思われるRA, MV, WIN, 

WOR, FM, BWの6つ のスケールについて各ス

ケール毎に個人の組点を求め, その後各種舞踊経

験者毎に平均と標準偏差を算出し, 平均値の差の

検定を した。次にWINとWORを もとに個人 の

Welsh Modelを プロットし, タイプを把握した。

〔結果と考察〕

表Iは 各舞踊経験者におけるスケール毎の平均

値と標準偏差, および差の検定を示 したものであ

る。参考のために大学の個人スポーツ(体 操, 新

体操, 陸上, 剣道, 柔道)と チ ームスポー ツ

(サ ッカー, バ ス ケ ッ トボール, ハ ン ドボール, 

ソ フ トボ ール)の 値 を付記 した。各 スケール毎に

その結果をみ ると, 芸 術性, 創 造 性 スケールであ

るRA, BWに 関 しては, モ ダンとジャズ グル ー プ

が高 く, バ レエ グループ との間に1%水 準で有意

差がみ られた。バ レエ グループはスポーツグル ー

プと類似 した値 を示 した。次 に独創性, 新 奇性, 

個 性 等を示すWORに つ いて もモ ダ ンとジ ャズ グ

ル ープが高 くバ レエ グループ との間に1～5%の

有 意差があ った。動 きを感 じる能力即 ち動 きの感

覚尺度MVに おいては舞踊経験 グル ープには差 が

な く, む しろチ ームスポー ツとの間に5%の 有意

差がみ られた。次に論理性, 抽 象的思考, 知 性等

を示すWINに お いて はモ ダ ン とジ ャズ グル ー プ

が高 く, バ レエ グループはスポーツグル ープと類

似 した値を示 し両 グループの間に5%の 有意差が

み られた。FMス ケール即 ち女性度 を あ らわす ス

ケールにおいては, 舞 踊経験 グループ間 に差 はな

くモ ダンとジャズ グループ とスポーツグル ーフ間

に1～5%の 有 意差 が認 め られ た。

以上の結果をみると創作創造活動が中心 となる
モダン, ジャズグループは, 主として伝統技術の

習得 と作品再演, さらに集団の規範に従った従順

さが強 く要求されるバ レエグループに比 して, 創

造性, 芸術性, 独創性が高く個性的であると言え

る。本研究のバ レエグループは3～4才 か ら始め

て20年近 くずっとバ レエのみを続けてきたもので

TableI 各種 舞踊 グル ープ間 のスケー ル平均 と差 の検 定

()内 は、SD

※P<0.05 ※※P<0 .01
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もちろんパーソナ リィティ形成には複雑な要因が

考えられるが, バレエの要因もその一要因と考え

られるのではないだろうか。現年令段階ではむ し

ろ個人スポーツグループと類似 した特徴があるが

没個性から創造的な芸術家へと転換するためには

さらに時間の経過を必要 とするのだろうか。

次に表IIとIIIは各スケール問の相関をあらわ し

たものであるが, これをみ るとRA, BW, WOR, 

FM間 にそれぞれ1%水 準の相関があり, 芸術性, 

創造性, 独創性, 女性度問には高い関連性がある

と言える。

運動を媒介とした芸術である舞踊の場合, 運動

感即ちMVとRA, BW, WOR間 に相関がみられる

のではないかと予想したが本研究では認められな

かった。しかし表IIとIIIを比較すると統計的な差

はないが, モダンとジャズグループの場合, MV

とRA, BW間 の相関係数がやや高 くなっているこ

とからバ レエよりもモダン, ジャズグループの方

が創造性, 芸術性と運動感が結びつ く傾向がある

とみられる。次にWelsh Modelに ついて述べる。

これはWORとWINと の関係によって社会的態

度, 認知様式, 美的好み, 気質な どパーソナ リ

テ ィのタイプに関連す る多 くの特徴 がみ られ

Welshが4つ の基本的な型に分類 したものである

(表IV)。 タイプ1はWORが 高 くWINが 低い想像

型といわれるタイプで協調性に欠け規則に従 うの

を嫌い空想的で外向性の特徴を有する。タイプ2

はWOR, WINと もに高 く直感タイプといわれ, 

社会の因習に従わず冒険的で洞察力があり, 自己

中心的な特徴を持 っている。タイプ3はWOR, 

WINと もに低 く, 努力勤勉型 といわれるタイフ.

で, 従順で協調性があ り, 規則に従いおとな しく

粘 りがあ り外向性 と親交性を合わせ持つ。タイプ

4はWORが 低くWINが 高い知的タイプで, 因習

的で規則に従い論理的思考をし, 社会に対 して慎

TableII各 ス ケ ール間の相 関(全 グル ープ)

※P<0.05 ※※P<0.01

TableIII各 ス ケ ー ル 間 の 相 関

(モ ダ ン ・ジ ャ ズ グ ル一 プ)

※P<0.05 ※ ※P<0.01

TableIV Welsh Modelと そ の特 徴

Fi8.I 舞 踊 グ ル ー プ毎 のWelsh Model
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重であるが自信をもっている。そこでこのWelsh

Modelに 各グルーフのWORとWINの 平均値をプ

ロットしてみると図Iの 様にな り, バレエグルー

プはタイプ3に 属しスポーツグループとよく似た

パーソナ リテ ィタイフ。を示 している。モダン, 

ジャズグループはタイプ2に 属することがわかる。

創造的活動が中心となるモダン, ジャズグループ

がタイプ2に 属するのは納得出来るが, 表現, 芸

術活動であるバ レエがスポーツグルーフと同じタ

イフ3に 属するのは何故なのだろ うか。バレエで

は創造活動以前に伝統技術の習得や集団の規範や

ルールに自己を適応させるとい う, スポーツと類

似した活動の継続によって形成 されるパーソナリ

ティが出来上るのではないだろうか。 しかしこの

没個性的な技術習得過程から, 創造的な個性への

発展をとげるには時間の経過が必要 とされるだろ

うし, おそらく限られた者 しかその規範から抜け

出すことは出来ないのではないだろうか。
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